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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月9日(2017.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体吐出装置により液体が吐出され、前記液体吐出装置から送られるラベル用紙のうち
、ラベル部を、前記ラベル部が貼付された台紙から剥離するラベル剥離装置であって、
　前記ラベル用紙を保持する保持状態と、前記ラベル用紙が移動可能である前記ラベル用
紙を保持しない非保持状態と、になり得る保持部と、
　前記ラベル用紙が前記液体吐出装置から前記保持部に向かう方向に送られる送り経路に
おいて前記保持部よりも下流側に設けられ、第１位置と、前記第１位置より前記保持部に
近い第２位置との間で移動可能な剥離部と、
　前記剥離部の位置を検出する位置検出部と、
　前記位置検出部により検出された前記剥離部の位置に基づいて、前記剥離部の前記第１
位置から前記第２位置に向かう方向の移動を制御して、前記ラベル用紙に含まれる前記ラ
ベル部を、前記ラベル部が貼付された前記台紙から剥離させる制御部と、を備える、ラベ
ル剥離装置。
【請求項２】
　前記ラベル部が前記台紙から剥離される際に、前記剥離部が前記第１位置から前記第２
位置に向かう方向に移動する量が、ユーザーの入力に基づいて設定される、請求項１に記
載のラベル剥離装置。
【請求項３】
　前記ラベル部が前記台紙から剥離される際に、前記剥離部が前記第１位置から前記第２
位置に向かう方向に移動する量が、前記ラベル部の前記送り経路方向の長さに基づいて設
定される、請求項１に記載のラベル剥離装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記剥離部を前記第１位置から前記第２位置に向かう方向に移動させた
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後、前記剥離部を、前記位置検出部により検出された前記剥離部の位置に基づいて前記第
２位置から前記第１位置に向かう方向に移動させる、請求項１ないし３のいずれか一項に
記載のラベル剥離装置。
【請求項５】
　前記台紙から剥離された前記ラベル部が、前記台紙から取り去られたか否かを検出する
ラベル検出部、を備え、
　前記制御部は、前記剥離部が前記第１位置から前記第２位置に移動した後、前記ラベル
検出部により前記ラベル部が前記台紙から取り去られていないことが検出された場合、前
記剥離部を前記第２位置から前記第１位置に向かう方向に移動させる制御を開始しない、
請求項４に記載のラベル剥離装置。
【請求項６】
　前記位置検出部は、
　前記第１位置と前記第２位置との間に延在し、目盛りが設けられたリニアスケールと、
　前記目盛りを読み取るリニア検出器と、
を有する、請求項１ないし５のいずれか一項に記載のラベル剥離装置。
【請求項７】
　ラベル部、および前記ラベル部が貼付された台紙、を有するラベル用紙に対して液体を
吐出する液体吐出部と、
　前記液体吐出部により液体が吐出された前記ラベル用紙を保持する保持状態と、前記ラ
ベル用紙が移動可能である、前記ラベル用紙を保持しない非保持状態と、になり得る保持
部と、
　前記ラベル用紙が前記液体吐出部から前記保持部に向かう方向に送られる送り経路にお
いて前記保持部よりも下流側に設けられ、第１位置と、前記第１位置より前記保持部に近
い第２位置との間で移動可能な剥離部と、
　前記剥離部の位置を検出する位置検出部と、
　前記位置検出部により検出された前記剥離部の位置に基づいて、前記剥離部の前記第１
位置から前記第２位置に向かう方向の移動を制御して、前記ラベル用紙に含まれる前記ラ
ベル部を、前記ラベル部が貼付された前記台紙から剥離させる制御部と、を備える、液体
吐出装置。
【請求項８】
　液体吐出装置により液体が吐出され、前記液体吐出装置から送られるラベル用紙を、保
持部により保持し、
　前記ラベル用紙が前記液体吐出装置から前記保持部に向かう方向に送られる送り経路に
おいて前記保持部よりも下流側に設けられ、第１位置と、前記第１位置より前記保持部に
近い第２位置に移動可能な剥離部の位置を検出し、
　前記ラベル用紙を保持した状態で、検出された前記剥離部の位置に基づいて、前記剥離
部を前記第１位置から前記第２位置に向かう方向に移動させて、前記ラベル用紙に含まれ
るラベル部を、前記ラベル部が貼付される台紙から剥離する、ラベル剥離方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明のラベル剥離装置は、液体吐出装置により液体が吐出され、液体吐出装置から送
られるラベル用紙のうち、ラベル部を、ラベル部が貼付された台紙から剥離するラベル剥
離装置であって、ラベル用紙を保持する保持状態と、ラベル用紙が移動可能であるラベル
用紙を保持しない非保持状態と、になり得る保持部と、ラベル用紙が液体吐出装置から保
持部に向かう方向に送られる送り経路において保持部よりも下流側に設けられ、第１位置
と、第１位置より保持部に近い第２位置との間で移動可能な剥離部と、剥離部の位置を検
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出する位置検出部と、位置検出部により検出された剥離部の位置に基づいて、剥離部の第
１位置から第２位置に向かう方向の移動を制御して、ラベル用紙に含まれるラベル部を、
ラベル部が貼付された台紙から剥離させる制御部と、を備える。
　この場合、ラベル部が台紙から剥離される際に、剥離部が第１位置から第２位置に向か
う方向に移動する量が、ユーザーの入力に基づいて設定されることが好ましい。
　この場合、ラベル部が台紙から剥離される際に、剥離部が第１位置から第２位置に向か
う方向に移動する量が、ラベル部の送り経路方向の長さに基づいて設定されることが好ま
しい。
　この場合、制御部は、剥離部を第１位置から第２位置に向かう方向に移動させた後、剥
離部を、位置検出部により検出された剥離部の位置に基づいて第２位置から第１位置に向
かう方向に移動させることが好ましい。
　この場合、台紙から剥離されたラベル部が、台紙から取り去られたか否かを検出するラ
ベル検出部、を備え、制御部は、剥離部が第１位置から第２位置に移動した後、ラベル検
出部によりラベル部が台紙から取り去られていないことが検出された場合、剥離部を第２
位置から第１位置に向かう方向に移動させる制御を開始しないことが好ましい。
　この場合、位置検出部は、第１位置と第２位置との間に延在し、目盛りが設けられたリ
ニアスケールと、目盛りを読み取るリニア検出器と、を有することが好ましい。
　本発明の液体吐出装置は、ラベル部、およびラベル部が貼付された台紙、を有するラベ
ル用紙に対して液体を吐出する液体吐出部と、液体吐出部により液体が吐出されたラベル
用紙を保持する保持状態と、ラベル用紙が移動可能である、ラベル用紙を保持しない非保
持状態と、になり得る保持部と、ラベル用紙が液体吐出部から保持部に向かう方向に送ら
れる送り経路において保持部よりも下流側に設けられ、第１位置と、第１位置より保持部
に近い第２位置との間で移動可能な剥離部と、剥離部の位置を検出する位置検出部と、位
置検出部により検出された剥離部の位置に基づいて、剥離部の第１位置から第２位置に向
かう方向の移動を制御して、ラベル用紙に含まれるラベル部を、ラベル部が貼付された台
紙から剥離させる制御部と、を備える。
　本発明のラベル剥離方法は、液体吐出装置により液体が吐出され、液体吐出装置から送
られるラベル用紙を、保持部により保持し、ラベル用紙が液体吐出装置から保持部に向か
う方向に送られる送り経路において保持部よりも下流側に設けられ、第１位置と、第１位
置より保持部に近い第２位置に移動可能な剥離部の位置を検出し、ラベル用紙を保持した
状態で、検出された剥離部の位置に基づいて、剥離部を第１位置から第２位置に向かう方
向に移動させて、ラベル用紙に含まれるラベル部を、ラベル部が貼付される台紙から剥離
する。
　なお、以下の構成でもよい。
　本発明のラベル剥離装置は、ラベル部、およびラベル部が貼付された台紙、を有するラ
ベル用紙に対して液体を吐出する液体吐出装置から送られてきた、ラベル用紙を保持する
保持状態と、ラベル用紙を保持しない非保持状態と、になり得る保持部と、ラベル用紙の
送り経路において保持部よりも下流側に設けられ、保持部から離れた剥離開始位置と、保
持部に近づいた剥離終了位置との間で往復移動可能であり、剥離開始位置から剥離終了位
置に移動する際に、移動した量に応じて、台紙からラベル部を剥離する剥離部と、剥離部
を、剥離開始位置から剥離終了位置に移動させる第１駆動源と、剥離部の位置を検出する
位置検出部と、第１駆動源を制御する制御部と、を備え、制御部は、位置検出部により検
出された剥離部の位置に基づいて、第１駆動源を制御することを特徴とする。
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